
口腔顎顔面再建学講座口腔外科学分野

学歯学部八期）が講師に昇任した．平成 13 年
11 月には大分医科大学から水城春美先生が教
授として着任した．平成 16 年に横田先生が助
教授に昇任した．平成 18 年７月石川義人先生
が講師に昇任した．平成 22 年４月横田先生が
岩手県立中央病院歯科口腔外科部長に就任し
た．口腔外科学第一講座は，平成 22 年 10 月口
腔外科学講座顎口腔外科学分野と講座名を変更
した．また，平成 24 年４月に口腔顎顔面再建
学講座口腔外科学分野と講座名が変更され，口
腔外科学第二講座と統合した．

歴代教授
藤岡幸雄　教授

（昭和 48 年４月〜平成４年３月）
工藤啓吾　教授

（平成４年８月〜平成 13 年３月）
水城春美　教授

（平成 13 年 11 月〜 24 年３月）

口腔外科学第二講座
口腔外科学第二講座は，昭和 48 年４月１日

に大橋靖教授（新潟大学名誉教授）のもとに開
講された．大橋教授は昭和 48 年 12 月に新潟大
学へ転出され，昭和 50 年４月に関山助教授（岩
手医科大学名誉教授）が教授に昇任し，平成
16 年３月の退職まで 29 年間教室の運営を担当
した．そして同年 12 月に杉山芳樹助教授が教
授に昇任した．平成 17 年４月星秀樹先生が准
教授に昇進した．口腔外科学第二講座は，平成
21 年 10 月，口腔外科学講座歯科口腔外科学分
野と講座名を変更した後，平成 24 年口腔外科
学第一講座と統合し，口腔顎顔面再建学講座口
腔外科学分野と改名し現在に至る．

歴代教授
大橋　靖　教授

（昭和 48 年４月〜昭和 48 年 12 月）

１．教室の歴史

口腔外科学教室
昭和 40 年４月，本学の歯学部開設に伴って，

口腔外科学教室が創設された．中村平蔵先生（東
京医科歯科大学名誉教授）が同教室の初代教授
に就任し，次いで同年６月藤岡幸雄先生（岩手
医科大学名誉教授）が教授に就任した．また開
設時，工藤啓吾先生，小川邦明先生が助手とし
て着任し，工藤先生は昭和 42 年に講師に昇任
した．中村教授が昭和 44 年３月に退職後，そ
の後任として同年４月に大橋靖先生が教授とし
て着任した．また，６月に関山三郎先生が助教
授として着任した．その後，昭和 45 年に工藤
啓吾先生が助教授に，小川邦明先生が講師に昇
任した．昭和 48 年の講座制施行に伴い，口腔
外科教室は口腔外科第一講座と口腔外科学第二
講座の二つの講座に分かれた．

歴代教授
中村平蔵　教授

（昭和 40 年４月～昭和 44 年３月）
藤岡幸雄　教授

（昭和 40 年６月～昭和 48 年３月）
大橋　靖　教授

（昭和 44 年４月～昭和 48 年３月）

口腔外科学第一講座
口腔外科学第一講座の初代教授には藤岡幸雄
先生が就任し，平成４年３月まで講座を主宰し
た．その間，昭和 46 年に本学歯学部一期生が
卒業し，はじめて本学の卒業生を医局員として
迎えた．以後毎年，本学歯学部の卒業生が入局
している．大屋高徳先生（本学歯学部二期）が
昭和 53 年に助手から講師に，55 年に助教授に
昇任した．平成４年８月，工藤啓吾先生が助教
授から教授に昇任し，また工藤先生の教授昇任
に伴い，平成４年 10月に横田光正嘱託講師（本
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関山三郎　教授
（昭和 50 年４月〜平成 16 年３月）

杉山芳樹　教授
（平成 16 年 12 月〜平成 24 年３月）

口腔顎顔面再建学講座口腔外科学分野
平成 24 年４月水城春美教授と杉山芳樹教授

の指導のもと口腔顎顔面再建学講座口腔外科学
分野がスタートした．平成 26 年 10 月星秀樹先
生が特任教授に昇任した．平成 27 年青村知幸
先生が講師に，八木正篤先生が特任講師に昇任
した．平成 27 年６月星秀樹先生は，青森県立
中央病院の部長として転出した．平成 27 年 12
月山田浩之が鶴見大学より准教授として赴任し
た．水城春美先生は平成 28 年３月に退任され，
後任として４月に山田が教授に昇任した．同年
４月八木正篤先生は，岩手県立中央病院の部長
に就任した．平成 29 年１月に宮本郁也先生が
九州歯科大学から准教授として赴任し，同年３
月に杉山芳樹教授が退任した．平成 30 年１月
飯島伸助教が講師に昇進した．また，同年 10
月に宮本郁也先生が特任教授に，大橋祐生助教
が講師に昇任し，11月東北大学から川井忠先生
が講師として着任し現在に至っている．

歴代教授
水城春美　教授

（平成 24 年４月〜平成 28 年３月）
杉山芳樹　教授

（平成 24 年４月〜平成 29 年３月）
星　秀樹　教授

（平成 26 年 10 月〜平成 27 年６月）
山田浩之　教授（平成 28 年４月〜現在）
宮本郁也　教授（平成 30 年 10 月〜現在）

２．最近10年間の歩みと現状

（１）教育
学部学生教育においては，口腔外科学の講義

を担当している．平成 22 年の口腔外科の講義
は３年生の 10 月から開始され，４年生の 11 月
まで 14 ヶ月間をかけて１週間で１コマのペー

スで行われていた．総講義時間は，60時間であっ
た．実習は，４年生の６月から７月にかけて 12
時間の枠が組まれていた．平成 24 年からコー
ス制が導入され，１年以上かけて行っていた講
義を約１か月間に集中して行う体制になった．
令和１年には，４年生の９月に口腔外科的治療
として，115.5 時間が組まれて，総講義時間は
約２倍となった．加えて，少人数宇のグループ
に与えらてた課題について自ら調べて学習する
アクティブラーニングの演習（7.5 時間）を平
成 29 年度から導入している．また，口腔外科
の実習は，３年生の口腔治療学に集約され，医
療面接，頭頸部の診察，手洗い，抜歯，縫合な
どの内容についてこれまでと同じ 12 時間の実
習が行われている．歯科医師国家試験では，タ
シキソノミー II，III の考える力を要求する問題
が今後も増加すると予想されるため，これに対
応できる思考を育成するカリキュラムを編成し
ている．また，医学部４年生に対する歯科学の
講義は毎年担当している．
６年生に対しては，平成 22 年から総合講義
として６年間の総まとめの講義が行われてお
り，現在，口腔外科は 61コマを担当している．
大学院教育では高度臨床歯科医育成コースと

して口腔外科学特論と実習を行っている．
卒後臨床教育では，セカンダリーステージの
全身管理研修として歯科医師卒後臨床研修セン
ターから毎月２～３人の臨床研修医を病棟に受
け入れ研修を行っている．
（２）臨床
当科では，口腔外科外来に特殊外来として口
腔内科および顎関節口腔顔面痛外来を併設して
いる．口腔外科が扱う疾患には，口腔顎顔面に
みられる先天異常・発育異常，損傷，炎症性疾患，
粘膜疾患，囊胞，腫瘍などがある．すなわち，
口腔に関連する組織・器官の各種疾患のうち，
主として観血的手術療法が対象となるもので
あった．しかし，近年手術療法以外の治療が増
加している．現在併設されている口腔内科は，
口腔粘膜疾患，顎関節症，神経疾患など，従来，
口腔外科で治療していた疾患の中で，外科的な
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治療が必要のない疾患の診断と治療を行う外来
である．口腔内科の治療は薬物・理学療法など
が中心となる．
歯科の診療科としての口腔外科の特徴の一つ

に入院施設を使用していることがあげられる．
これまで西 6-B 病棟に 32 床の病床があり，主
として全身麻酔下での手術治療を行ってきた．
2019 年９月 21日矢巾新病院へ移転してからは，
全身麻酔下の手術と入院管理はすべて矢巾新病
院で行っている．
当科の患者は，岩手県全域はもとより，秋田
県，青森県，北海道の道南までの広い地域から
来院している．岩手医科大学歯科医療センター
は北東北の広大な地域をカバーしている歯科医
療の中核病院である．その中で口腔外科は，初
診患者数や紹介患者数，外来病棟稼働額合計か
ら，この歯科医療センターの中心的な役割を
担っているといえる．
（３）研究
１．下顎骨骨髄炎に関する研究
下顎骨のびまん性硬化性骨髄炎は治癒しにく

い疾患で，抗菌薬や手術，また高気圧酸素治療
などの補助療法も効果を示さないことが多い．
ビスフォスフォネート製剤は，骨粗鬆症や癌の
骨転移などの治療薬として広く用いられており，
安全性や有効性が確認されている．ビスフォス
フォネート製剤の適応疾患にはびまん性硬化性
骨髄炎は含まれていないが，最近，びまん性硬
化性骨髄炎にビスフォスフォネート製剤を投与
すると良好な効果が得られることが報告されて
いる．論文報告や当科における使用経験から，
本治療法はびまん性硬化性骨髄炎に有効である
ことが予想される．本研究ではビスフォスフォ
ネート製剤の投与によってびまん性硬化性骨髄
炎を治療した症例を蓄積することにより，この難
治性疾患に対する治療法の確立を目指している．
２．咬合再建に関する研究
腫瘍切除や外傷などによって下顎骨の連続性

が失われると，咀嚼機能をはじめとする顎口腔
機能が相応に障害される．また，下顎の患側偏
位や顔面の陥凹などによる整容的障害も必発す

る．このような下顎骨欠損に対する最近 20年間
の治療の主力は，やはり血管柄付きの自家骨（腸
骨，腓骨，肩甲骨）移植である．しかしながら，
これらブロック骨による再建では，下顎骨の３
次元的形態を正確に再現したり，最終的な補綴
治療を見据えた再建骨の形態を自由に設定する
ことは困難である．そこでわれわれは，CAD / 
CAMの技術と歯科技工の技術を駆使すること
で，個々の患者の元来の下顎骨の外形を持ち，
最終的な歯科補綴治療を念頭に置いた３次元的
形態を付与したカスタムメイド・チタンメッシュ
トレーを作製して下顎骨再建に用いている．こ
の方法を用いて補綴インプラント学講座との共
同治療により咬合再建を目指している．
３．口腔白板症におけるマイコプラズマの細胞
内局在に関する研究
口腔白板症は口腔前癌病変の一つで，臨床上
重要な疾患であるが，その発症原因はまだ不明
である．口腔白板症の発生に口腔マイコプラズ
マの細胞内寄生が関与しているとの仮説を立
て，当教室で作製した抗マイコプラズマ・ポリ
クローナル抗体と抗マイコプラズマ・サリバリ
ウム・モノクローナル抗体を用いた免疫組織化
学，電顕により，白板症の上皮細胞内にマイコ
プラズマ・サリバリウムの局在を観察した．そ
の結果，白板症の上皮細胞内にマイコプラズマ・
サリバリウムが局在していることが明らかに
なった．これは，ヒトの生きた細胞内にマイコ
プラズマが感染することを明らかにした，世界
で初めての成果である．今後も口腔白板症の発
症原因におけるマイコプラズマの関与を証明す
べく研究を重ねる．
４．口腔組織の微量元素分析に関する基礎的研究
PIXE 法にて口腔内組織の微量元素分析を
行っている．特に金属アレルギーとの関連が指
摘されている口腔扁平苔癬組織，唾液，血清中
の金属元素分析を行い，同疾患の原因金属を検
索および金属アレルギーの原因金属の同定に関
する新たな検査法としての微量元素分析を検討
して，その結果を論文として報告した．
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５．口腔粘膜疾患の発症に関するコホート調査
研究
2011 年から岩手県大槌町住民を対象に「東日

本大震災被災者の健康状態等に関する調査」に
おける歯科健康調査で口腔粘膜疾患調査研究を
行っている．初年度の調査で，2,010 名中口腔
癌患者２名をはじめ，白板症９名，口腔扁平苔
癬６名の前癌病変・前癌状態の粘膜疾患を発見
している．これら初年度調査症例を除いた，
2012 年から 2015 年の間の４年間の調査対象者
は，年平均 1,382 名であった．この期間に２名
（0.14%）の口腔癌患者と 32 名（2.32%）の白板
症患者，23 名（1.66%）の口腔扁平苔癬患者が
みられた．現在，対象患者を追跡調査すること
で口腔粘膜疾患の発症因子などに関するコホー
ト研究を行っている．

３．人事（令和元年５月１日現在の教室員）

教室員
教　授　　　山田 浩之
特任教授　　宮本 郁也
講　師　　　大橋 祐生・川井　忠
助　教　　　�古城 慎太郎・山谷 元気・小野寺 

慧・角田 直子・小松 祐子・樋野 
雅文・小原 瑞貴・小泉 浩二

任期付助教　古屋　出・鈴木　舟

研究員　　　�阿部 美智夫・古枝 和也・橋本　圭・
野宮 孝之・中谷 寛之・阿部 亜希・
松尾 伸一・澤田 剛光・角田 耕一・
秋本 祐基・原　康文・齋藤 大嗣・
中田 絵美・西平 宗功・宮形　養・
南舘 英明・寺内 友里子・岩崎 賢
介・油井 諒子・中畑 健太郎・三
田 綾子・及川 大成・高橋 美香子

非常勤講師　�小守林 尚之・水城 春美・橋場 友
幹・青村 知幸・五十嵐 修・宮手 
浩樹・八木 正篤・船木 聖己・石
橋　修・中山 温史・米持 武美・

坂田　謙・三澤　肇・双木　均・
古内 秀幸・飯島　伸・笹森　傑・
小林 礼樹・植松 浩司・岩田 雅裕・
松本 直子

大学院生　　�平野 大輔・武田　啓・金　将・
石川 雄大・星　勲・東根 まりい・
太田 藍理

研修生　　　�坂岡 丈利・安野 松王・六本木 章・
中村 ますみ・宮本 将史・赤間 正
欣・佐藤 勤一・田村 栄樹・棚田 
雅博・中里　紘・白取 佑智

４．最近10年間の業績
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